
写真：正副議長が交代した市議会の議員一同

○新議会構成・・・２

○１２月定例会審査報告・・・４ 　○第９回議会報告会レポート・・・１４

主な内容

相馬市議会だより

－ 令和８年２月１日発行　第１５９号 －

　○審議結果一覧・・・１２

○市政に対する一般質問・・・８ 　○次期定例会の日程（予定）・・・２２



11 月 28 日に開催された本会議にて委員の選任を行い、次のとおり決定しました。
委員の任期は２年です。（◎は委員長、○は副委員長、敬称略）

議会運営委員会 総務常任委員会

産業建設常任委員会文教厚生常任委員会

　  予算決算常任委員会

（後列左から）
愛澤俊行、只野敬三、菊地清次、石橋浩人

（前列左から）
波多野広文、◎門馬優子、○河内幸夫、根岸利宗

（後列左から）
中島孝、波多野広文、根岸利宗

（前列左から）
杉本智美、◎石橋浩人、〇愛澤俊行

（後列左から）
獺庭大輔、高玉良一、山中宣明

（前列左から）
◎横山和雄、○菊地清次、門馬優子

（後列左から）
畑中昌子、河内幸夫、浦島勇一

（前列左から）
佐藤満、◎只野敬三、○高橋利宗

常任委員会等の構成が変わりました

●一部事務組合議会議員の変更

就
任
あ
い
さ
つ第２８代議長

杉
すぎもと

本　智
ともみ

美

こ
れ
ま
で
東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
興
、
福
島
県

沖
地
震
や
台
風
に
よ
る
洪
水
被
害
な
ど
、
度
重
な
る

災
害
か
ら
の
復
旧
、
さ
ら
に
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
対
策
に
至
る
ま
で
、
市
民
皆
さ
ま
の
声
を
拝
聴
し
、

市
当
局
と
と
も
に
力
を
尽
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

昨
今
、
人
口
減
少
、
物
価
高
騰
、
環
境
問
題
な
ど

地
域
の
持
続
可
能
性
が
危
ぶ
ま
れ
る
課
題
が
山
積
し

て
い
る
状
況
で
す
。
こ
う
し
た
課
題
に
真
摯
に
向
き

合
い
、
建
設
的
な
事
務
事
業
の
実
施
へ
繋
げ
る
こ
と

が
、
地
域
の
維
持
・
発
展
に
繋
が
る
も
の
と
信
じ
て

お
り
ま
す
。

議
会
と
し
て
目
指
す
べ
き
は
、
住
民
福
祉
の
向
上

と
地
域
の
安
寧
で
あ
る
と
確
信
し
て
お
り
ま
す
。
こ

れ
を
念
頭
に
置
き
な
が
ら
、
議
長
と
し
て
議
会
を
運

営
し
、
今
後
も
う
ま
ず
た
ゆ
ま
ず
市
政
進
展
の
た
め

に
職
務
を
遂
行
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
議
会
に
対

し
、
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

第２７代副議長

山
やまなか

中　宣
のりあき

明

　

こ
の
度
、
多
く
の
議
員
の
皆
さ
ま
か
ら
の
ご
選
任

を
賜
り
、
相
馬
市
議
会
副
議
長
に
就
任
い
た
し
ま
し

た
。
そ
の
責
任
を
深
く
自
覚
し
、
誠
実
に
職
務
を
遂

行
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

相
馬
市
の
歴
史
と
伝
統
を
尊
重
し
つ
つ
、
時
代
の

変
化
に
対
応
し
、
新
た
な
考
え
方
を
取
り
入
れ
な
が

ら
、
持
続
可
能
な
自
治
体
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

現
代
社
会
は
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
の
普
及
に
よ
り
多
様
性
が

増
し
、
市
民
一
人
ひ
と
り
の
価
値
観
や
意
見
が
広
が

る
中
、
議
会
は
市
民
の
声
を
真
摯
に
受
け
止
め
、
丁

寧
な
議
論
と
自
由
な
討
議
を
重
ね
る
こ
と
が
求
め
ら

れ
ま
す
。
相
馬
市
議
会
基
本
条
例
を
重
ん
じ
、
議
員

間
で
敬
意
を
払
い
な
が
ら
率
直
な
意
見
交
換
を
行
う

健
全
な
議
会
運
営
に
努
め
ま
す
。

　

副
議
長
と
し
て
、
議
長
を
補
佐
し
、
議
会
内
外
で

の
対
話
や
調
整
を
進
め
な
が
ら
、
市
民
の
期
待
に
応

え
る
べ
く
尽
力
す
る
と
と
も
に
、
皆
さ
ま
と
新
た
な

相
馬
市
議
会
の
姿
を
築
い
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

　令和７年 11 月 25 日に開会した令和 7 年第５回定例会において、高玉良一議長と
門馬優子副議長が辞任したため、議長・副議長選挙を行い、新たに杉本智美議員が議
長に、山中宣明議員が副議長に就任しました。
　当市議会では、市民に開かれた議会の実現、議長・副議長の選出過程の透明化をは
かり、議会運営にかかる市民への説明責任を果たすことを目的として所信表明会を実
施しており、杉本智美議員と山中宣明議員が、所信を述べました。

議長に杉本智美議員議長に杉本智美議員

副議長に山中宣明議員副議長に山中宣明議員

新たに就任！

　①相馬地方広域市町村圏組合議会議員に 杉本智美から門馬優子へ

　②相馬地方広域水道企業団議会議員に 山中宣明から高玉良一へ

そうま市議会だより

令和８年２月１日号

そうま市議会だより

令和８年２月１日号
23

◎畑中昌子、○波多野広文　全議員 18 名で構成

※当初予算・補正予算・決算認定については、全議員で審査を

　行います。

議会だより編集委員会

◎根岸利宗、○愛澤俊行　

　　石橋浩人、只野敬三
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そうま市議会だより

令和８年２月１日号

市長提出議案審査

空
家
等
対
策
協
議
会
設
置
条
例
の
制
定 

／

公
施
設
の
指
定
管
理
者
の
指
定

　な
ど

　

空
家
等
対
策
協
議
会
設
置

　
　
　
　
　
　
　
　

条
例
の
制
定

　
　
　
　

　

こ
れ
ま
で
の
協
議
会
は
、
相
馬
市
空
家
等
対
策
協
議
会
設

置
要
綱
に
基
づ
き
設
置
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
が
、
今
後
、

空
家
等
対
策
計
画
に
基
づ
い
て
具
体
的
な
対
策
を
実
施
す
る

上
で
、
特
定
空
家
等
の
認
定
が
求
め
ら
れ
る
。

　

こ
の
認
定
に
つ
い
て
は
、
要
綱
を
根
拠
と
し
て
設
置
さ
れ

た
従
来
の
協
議
会
で
は
対
応
が
困
難
で
あ
る
た
め
、
地
方
自

治
法
に
基
づ
く
附
属
機
関
と
し
て
の
協
議
会
に
移
行
す
る
必

要
が
あ
る
。
そ
の
た
め
、
条
例
制
定
に
関
す
る
議
案
を
提
出

す
る
も
の
。

公
の
施
設
の

　

指
定
管
理
者
の
指
定

　

左
記
施
設
の
指
定
管
理
を
令
和
８
年
４
月
１
日

か
ら
令
和
11
年
３
月
31
日
ま
で
指
定
す
る
も
の
。

☆
【
議
案
第
80
号
】
中
央
児
童
セ
ン
タ
ー
及
び

　
　
　

中
央
児
童
セ
ン
タ
ー
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

　
（
指
定
管
理
者
）
特
定
非
営
利
活
動
法
人　

　
　
　
　
　
　

ふ
れ
あ
い
サ
ポ
ー
ト
館
ア
ト
リ
エ

☆
【
議
案
第
81
号
】
川
原
町
児
童
セ
ン
タ
ー
及
び

　
　

川
原
町
児
童
セ
ン
タ
ー
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

　
（
指
定
管
理
者
）
社
会
福
祉
法
人　

報
徳
会

☆
【
議
案
第
82
号
】
東
部
子
ど
も
公
民
館
及
び

　
　
　
　

中
村
第
二
小
学
校
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

　
（
指
定
管
理
者
）
社
会
福
祉
法
人　

報
徳
会

☆
【
議
案
第
83
号
】
西
部
子
ど
も
公
民
館
及
び

　
　
　

西
部
子
ど
も
公
民
館
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

　
（
指
定
管
理
者
）
社
会
福
祉
法
人　

報
徳
会

個
人
番
号
の
利
用
及
び

　

特
定
個
人
情
報
の
提
供
に　

　

 

関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

　

地
方
公
共
団
体
情
報
シ
ス
テ
ム
の
標
準
化
に
伴

い
、
住
登
外
者
（
※
）
宛
名
番
号
（
個
人
を
識
別
す

る
た
め
の
番
号
）
機
能
を
使
用
す
る
事
務
に
つ
い
て

は
、
個
人
番
号
の
独
自
利
用
を
行
う
事
務
と
し
て
、

条
例
に
定
め
る
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
条
例
を
改
正

す
る
も
の
。

※
住
登
外
者
と
は
、
本
市
の
住
民
基
本
台
帳
に
登
録

さ
れ
て
い
な
い
が
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
上
、
記
録
し
て

お
く
必
要
が
あ
る
個
人
や
法
人
の
こ
と
。

第 76 号

第 80 号～
　　第 83 号

第 78 号

１２月定例会の概要　令和７年第５回 12 月定例会は、11

月 25 日から 12 月 11 日までの 17 日

間の会期で行われ、市長提案議案 26

件を議決しました。

　ここでは、主な議案の内容と委員会

審査を含めた審議の経過などについ

て、お知らせします。

26

議員

協
議
会
の
開
催
頻
度
に
つ
い
て
市
の
考
え
を

問
う
。

市
　
　
　
　

令
和
７
年
に
３
回
開
催
し
、
年
度
内
に
も
う

　
　
　
　

１
回
開
催
予
定
で
あ
る
。
令
和
８
年
度
に
つ

　
　
　
　

い
て
は
、
２
回
開
く
予
定
で
あ
る
。

議員

空
家
等
対
策
協
議
会
委
員
の
当
面
の
予
定
人

数
に
つ
い
て
問
う
。

市
　
　
　
　

第
３
回
協
議
会
に
お
い
て
、
４
名
の
女
性
を

　
　
　
　

追
加
し
、
合
計
15
名
の
委
員
を
予
定
し
て
い

　
　
　
　

る
。 計　

　

  

件
を
議
決

議員
　
　
　
　

当
該
事
務
を
条
例
に
追
加
し
な
い
場
合
の

　
　
　
　

影
響
に
つ
い
て
問
う
。　
　

市
　
　
　
　

個
人
番
号
を
使
用
し
た
事
務
が
行
え
ず
、

　
　
　
　

各
種
給
付
費
の
支
給
等
に
係
る
手
続
き
が

　
　
　
　

煩
雑
に
な
る
。
当
該
事
務
を
条
例
に
追
加

　
　
　
　

す
る
こ
と
で
、
事
務
の
簡
素
化
が
図
ら
れ

　
　
　
　

る
。

徹
底

討

論

議
案
第
89
号
～
議
案
第
91
号

　

及
び
議
案
第
94
号
に
つ
い
て

議案第 89 ～ 91 号及び

議案第 94 号に反対
　市民は物価高騰や米の価格高止まりによる
生活苦、中小商工業者や介護・医療などの
エッセンシャルワーカーも厳しい状況に直面
している。このような中、議員や特別職が期
末手当などの引き上げを受け入れるべきでは
ないと考える。むしろ引き上げを辞退し、政
策を進めて地域経済を活性化させ、市民が安
定した暮らしを営める環境を優先的に整える
べきである。地方再生に全力を尽くす姿勢を
示して市民と協力し、この困難に取り組むべ
きと考え、これら 4議案に反対する。 中島孝議員

〇
議
案
の
件
名
・
賛
否
結
果
一
覧
な
ど
に
つ
い
て
は
、

　

21
ペ
ー
ジ
上
段
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
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12 月補正予算審査12 月補正予算審査

会計 補正額 内　容

一般会計

５億 3,837 万 8,000 円  （歳出）小学校改修事業

１億 3,102 万 4,000 円（歳出）中学校改修事業

685 万 3,000 円（歳出）幼稚園改修事業

149 万 9,000 円（歳出）備品購入費

３億 3,681 万円（歳出）工事請負費

補正予算の主なもの

12 月補正予算審査

　

小
学
校
改
修
事
業
５
億
３
，
８
３
７
万
８
，
０
０

０
円
の
う
ち
、　

日
立
木
小
学
校
を
除
く
八
つ
の
小

学
校
の
音
楽
室
・
図
工
室
へ
の
エ
ア
コ
ン
設
置
費
用

が
４
億
46
万
６
，
０
０
０
円
。
ま
た
、
中
村
第
二
、

大
野
、
八
幡
小
学
校
の
校
舎
及
び
八
幡
小
学
校
の
体

育
館
照
明
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
改
修
工
事
費
用
は
１
億
2
，
４

８
８
万
3
，
０
０
０
円
と
な
っ
て
い
る
。

　

 

中
学
校
改
修
事
業
１
億
３
，
１
０
２
万
４
，
０

０
０
円
の
う
ち
、
中
村
第
一
、
第
二
、
向
陽
中
学
校

の
音
楽
室
・
技
術
室
へ
の
エ
ア
コ
ン
設
置
の
費
用
が

１
億

541
万 

３
，
０
０
０
円
。
ま
た
、
中
村
第
一
中

小
中
学
校
の
音
楽
室
等
へ
の

　
　
　

エ
ア
コ
ン
の
設
置
及
び

　
　
　

幼
稚
園
、
小
中
学
校
の

　
　
　
　
　

Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
改
修

調
査
用
ド
ロ
ー
ン
の
購
入
／
市
道
路
改
良
工
事 

な
ど

小
中
学
校
音
楽
室
等
へ
の
エ
ア
コ
ン
設
置
費
・
幼
小
中
Ｌ
Ｅ
Ｄ
改
修
工
事
な
ど
／

補正
予算

 

追
加
補
正
予
算
を 

議
決

議員

今
後
の
エ
ア
コ
ン
の
整
備
計
画
に
つ

い
て
問
う
。

市
　

令
和
７
年
度
の
夏
に
理
科
室
と
美
術

　

室
の
整
備
が
終
了
し
、
今
後
は
音
楽

　

室
、
図
工
室
、
技
術
室
へ
の
設
置
を

　

進
め
る
予
定
で
あ
る
。
令
和
９
年
度

　

に
は
家
庭
科
室
や
視
聴
室
、
多
目
的

　

室
な
ど
の
整
備
を
含
め
、
令
和
７
年

　

か
ら
令
和
９
年
ま
で
の
３
カ
年
を
計

　

画
し
て
い
る
。

４
路
線
の
道
路
改
良
工
事

　

道
路
の
狭
さ
が
原
因
で
歩
行
者
の
安
全
確
保
や

緊
急
車
両
の
通
行
が
難
し
く
、
ま
た
、
交
通
量
の

多
い
道
路
と
の
出
入
り
も
危
険
な
状
態
に
あ
る
た

め
、
市
道
4
路
線
の
道
路
改
良
工
事
を
国
の
補

助
で
あ
る
社
会
資
本
整
備
総
合
交
付
金
を
活
用
し

て
、
予
定
よ
り
前
倒
し
で
実
施
す
る
。

　

森
林
病
害
虫
等
被
害
対
象
木
の
調
査
や
森
林
整
備

事
業
な
ど
の
現
地
調
査
は
、
こ
れ
ま
で
担
当
職
員
が

現
地
へ
出
向
き
実
施
し
て
い
た
が
、
調
査
の
効
率
化

を
図
る
た
め
に
ド
ロ
ー
ン
を
購
入
す
る
。

　

ま
た
、
ド
ロ
ー
ン
の
導
入
に
よ
り
、
熊
の
目
撃
情

報
が
増
加
す
る
近
年
、
作
業
安
全
性
の
向
上
を
確
保

で
き
る
ほ
か
、
目
撃
さ
れ
た
熊
に
つ
い
て
上
空
か
ら

調
査
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。

　

さ
ら
に
、
有
害
鳥
獣
被
害
対
策
へ
の
活
用
も
期
待

で
き
、
市
鳥
獣
被
害
対
策
実
施
隊
と
連
携
す
る
こ
と

で
、
捕
獲
や
追
い
払
い
活
動
の
効
率
化
を
図
る
こ
と

が
で
き
る
。

　

な
お
、
ド
ロ
ー
ン
は
森
林
環
境
譲
与
税
を
活
用

し
、
購
入
す
る
予
定
で
あ
る
。　

　

調
査
用
ド
ロ
ー
ン
の
購
入

　
　

議員

ド
ロ
ー
ン
の
操
作
に
資
格
が
必
要
か

ど
う
か
に
つ
い
て
問
う
。

市

　
　
　
　
　

現
在
に
お
い
て
は
、
資
格
は
必
要
な

　
　
　
　
　

い
と
い
う
認
識
で
あ
る
。
今
後
、
資

　
　
　
　
　

格
が
必
要
に
な
れ
ば
、
免
許
を
取
得

　
　
　
　
　

し
て
い
く
。

学
校
の
体
育
館
照
明
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
改
修
工
事
費
用
は

2
，
１
０
４
万
３
，
０
０
０
円
と
な
っ
て
い
る
。

　

幼
稚
園
改
修
事
業

685
万
３
，
０
０
０
円
は
、
大

野
幼
稚
園
舎
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
改
修
工
事
に
要
す
る

費
用
と
な
っ
て
い
る
。

　

議員

４
路
線
の
詳
細
に
つ
い
て
問
う
。

市

　
　
　
　
　

①
粟
津
線
、
②
東
部

198
号
線 

、　　

　
　
　
　
　

③
石
上
初
野
線
、
④
金
谷
内
寺
前
線

　
　
　
　
　

の
４
路
線
で
あ
る
。
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一
般
質
問
と
は
、
議
員
が
市
政
の
執
行
状
況
や
方
針
な
ど
を
質
問
し
、
市
の
考
え
方
を
明
ら
か
に
す
る
も
の
で
す
。

内
容
を
要
約
し
、
発
言
順
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

8

一般質問一般質問

行
政
運
営
に
つ
い
て

相
馬
市
が
相
馬
市
で

　

あ
り
続
け
ら
れ
た
の
は
な
ぜ
か
!?

４
年
間
の
行
政
運
営
の
総
括
に
つ
い
て
問
う
。

Q.
　

全
国
的
に
人
口
減
少
が
続
く
中
、
相
馬
市
で
も
そ
の
影
響
を

大
き
く
受
け
て
い
る
。
若
者
層
の
大
都
市
圏
へ
の
流
出
や
少
子

化
の
加
速
が
、
他
の
自
治
体
と
同
様
に
進
行
し
て
お
り
、
経
済

面
や
財
政
面
に
も
影
響
が
現
れ
始
め
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
状

況
の
中
で
、
相
馬
市
が
相
馬
市
と
し
て
の
役
割
を
守
り
続
け
る

た
め
に
進
め
て
き
た
、
過
去
４
年
間
の
行
政
運
営
の
総
括
に
つ

い
て
問
う
。

A.
事
業
と
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
が
大
き
な
課
題
で

あ
っ
た
。
集
団
接
種
等
を
実
施
し
な
が
ら
復
旧
を
進
め
る
中
、

追
い
打
ち
を
掛
け
る
よ
う
に
令
和
４
年
３
月
に
再
び
福
島
県
沖

で
地
震
が
発
生
し
た
。
こ
の
地
震
で
は
、
停
電
や
断
水
が
市
内

広
範
囲
に
及
び
、
救
急
患
者
の
受
け
入
れ
や
人
工
透
析
な
ど
に

も
支
障
が
生
じ
た
。

　

し
か
し
、災
害
時
相
互
応
援
協
定
締
結
自
治
体
や
友
好
都
市
、

自
衛
隊
、
市
内
二
つ
の
病
院
、
相
馬
郡
医
師
会
、
東
北
電
力
な

ど
の
支
援
に
よ
り
、
迅
速
な
対
応
が
可
能
と
な
り
、
被
害
を
軽

減
す
る
こ
と
が
で
き
た
も
の
と
考
え
て
い
る
。

　

ま
た
、
広
島
市
を
含
む
全
国
各
地
の
自
治
体
や
国
土
交
通
省

か
ら
の
人
的
支
援
に
よ
っ
て
罹
災
調
査
や
復
旧
事
業
も
進
行
す

る
こ
と
が
で
き
た
。

　

こ
れ
ら
の
支
援
に
つ
い
て
は
、
誠
に
あ
り
が
た
い
こ
と
で
あ

り
、
日
頃
の
当
市
と
各
自
治
体
等
と
の
真
摯
な
交
流
の
賜
物
で

あ
っ
た
と
考
え
て
い
る
。

　

ま
た
、
市
と
し
て
は
、
度
重
な
る
災
害
を
踏
ま
え
、
財
政
調

整
基
金
を
常
時
30
億
円
以
上
維
持
す
る
こ
と
に
努
め
て
き
た
。

　

近
年
は
、
相
次
ぐ
災
害
へ
の
対
応
の
た
め
の
支
出
に
よ
り
、

財
政
的
な
懸
念
も
あ
っ
た
が
、
国
か
ら
の
特
別
交
付
税
や
相
馬

中
核
工
業
団
地
土
地
売
却
収
益
で
財
政
を
補
い
、
令
和
７
年
12

月
時
点
で
約
36
億
円
の
残
高
を
維
持
し
て
い
る
。こ
の
成
果
は
、

「
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
２
０
１
７
」
で
掲
げ
た
本
市
の
将
来
像
の

実
現
を
目
指
し
、
相
馬
市
行
財
政
改
革
大
綱
に
基
づ
き
各
種
施

策
に
取
り
組
ん
で
き
た
職
員
や
支
援
い
た
だ
い
た
議
員
の
ご
尽

力
の
賜
物
と
い
え
る
。

　

今
後
は
、
こ
れ
ま
で
の
取
組
の
検
証
に
基
づ
い
た
、
よ
り
実

効
性
の
高
い
『
第
７
次
行
財
政
改
革
大
綱
』
を
策
定
す
る
た
め
、

情
報
収
集
と
組
織
体
制
の
充
実
を
図
り
、
市
民
の
皆
様
の
ご
協

力
も
い
た
だ
き
な
が
ら
、
さ
ら
な
る
行
財
政

改
革
を
進
め
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　

↓　動画は　↓

↑こちらから↑

無会派

中島孝 議員
が問う！

市
内
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
に
つ
い
て

無会派

洪
水
調
整
池
の
管
理
費
・
撤
去
費
は

　
　
　
　
　

ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
!?

玉
野
地
区
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
事
業
者
と
の

「
環
境
保
全
に
関
す
る
協
定
書
」
の
運
用
状

況
に
つ
い
て
伺
う
。

Q.
　

11
箇
所
あ
る
洪
水
調
整
池
の
敷
地
が
裸
地
の
た
め
保
水
力
が

低
く
、
長
期
的
な
維
持
管
理
が
必
要
で
あ
る
。
そ
の
費
用
を
営

業
期
間
中
に
積
み
立
て
る
べ
き
だ
が
、
国
の
法
律
は
不
明
確
で

あ
る
。
玉
野
地
区
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
事
業
者
と
は
責
任
を
明
記
し

た
協
定
書
を
締
結
し
た
が
、
市
と
し
て
強
い
姿
勢
で
履
行
を
促

す
必
要
が
あ
る
と
考
え
、
市
内
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
に
つ
い
て
伺
う
。

は
、「
環
境
保
全
に
関
す
る
協
定
書
」
に
お
い
て
、
工
事
完
了

後
も
定
期
的
に
市
に
事
業
状
況
を
報
告
す
る
こ
と
を
義
務
づ
け

ら
れ
て
い
る
。

　

市
は
、
運
営
開
始
後
の
本
年
３
月
、
６
月
、
９
月
と
四
半
期

ご
と
の
報
告
の
中
で
、
開
発
区
域
内
の
調
整
池
な
ど
の
施
設
に

つ
い
て
適
正
に
管
理
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
国
は
「
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
電
気
の
利
用
の
促
進

に
関
す
る
特
別
措
置
法
」
を
制
定
し
、「
太
陽
光
発
電
設
備
の

廃
棄
等
費
用
積
立
制
度
」
に
よ
り
、
事
業
終
了
後
の
太
陽
光
発

電
パ
ネ
ル
等
の
廃
棄
処
理
費
用
を
外
部
積
立
す
る
こ
と
を
義
務

づ
け
て
い
る
。
こ
の
制
度
に
基
づ
き
、
玉
野
地
区
の
事
業
者
は

令
和
12
年
４
月
か
ら
電
力
広
域
的
運
営
推
進
機
関
に
外
部
積
立

を
行
う
計
画
と
な
っ
て
い
る
。

　

積
立
費
用
に
調
整
池
の
撤
去
費
が
含
む
か
に
つ
い
て
、
市
は

協
定
書
に
お
い
て
、
事
業
終
了
後
に
は
原
状
回
復
を
適
切
か
つ

迅
速
に
行
う
こ
と
、
ま
た
撤
去
ま
で
時
間
を
要
す
る
場
合
に
は

調
整
池
な
ど
の
施
設
を
引
き
続
き
適
切
に
管
理
す
る
こ
と
を
規

定
し
て
い
る
。
こ
の
た
め
、
調
整
池
の
撤
去
に
つ
い
て
は
、
開

発
事
業
者
が
責
任
を
も
っ
て
実
施
す
る
も
の
と
理
解
し
て
い

る
。
加
え
て
、
市
は
積
立
費
用
の
対
象
範
囲
に
太
陽
光
パ
ネ
ル

や
施
設
内
の
工
作
物
の
撤
去
費
用
が
含
ま
れ
る
と
解
釈
し
て
い

る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
経
済
産
業
省
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
に
確

認
し
た
と
こ
ろ
、
積
立
費
用
は
太
陽
光
パ
ネ
ル
だ
け
で
な
く
調

整
池
の
撤
去
費
用
に
も
充
当
が
可
能
で
あ
り
、
そ
の
解
釈
で
問

題
な
い
と
い
う
回
答
を
得
て
い
る
。

　

市
と
し
て
は
、
協
定
書
の
要
件
内
容
が
遵
守
さ
れ
て
い
る
こ

と
を
継
続
し
て
確
認
し
て
い
く
と
と
も
に
、
違
反
し
て
い
る
場

合
に
は
法
的
措
置
を
含
め
て
、
本
事
業
を
許
可
し
た
県
と
連
携

の
う
え
、
開
発
事
業
者
に
改
善
を
求
め
て
い
く
。↓　動画は　↓

↑こちらから↑

そうま市民の会

根岸利宗議員
が問う！

市
長
の
政
治
姿
勢
に
つ
い
て そうま市民の会

立
谷
市
政
の
実
績
と
課
題
は
!?

６
期
24
年
間
の
総
括
に
つ
い
て
問
う
。

Q.
　
　
　
　
　

市
長
就
任
時
、
深
刻
な
財
政
危
機
に
直
面
し
、
職

　
　
　
　

員
の
資
質
向
上
や
行
政
技
術
強
化
、
Ｉ
Ｓ
Ｏ
導
入
に

よ
る
品
質
管
理
体
制
の
改
善
を
進
め
、
厳
し
い
決
断
の
も
と
実

施
し
た
給
与
カ
ッ
ト
を
通
じ
て
自
治
体
運
営
の
基
盤
強
化
に
尽

力
し
た
。
ま
た
、
２
０
１
１
年
３
月
に
発
生
し
た
東
日
本
大
震

災
で
は
地
震
、
津
波
、
原
発
事
故
と
い
う
試
練
に
直
面
し
な
が

　

議
会
に
お
け
る
立
谷
市
長
の
退
任
表
明
を
踏
ま
え
、
立
谷
市

政
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
か
を
明
ら
か
に
す
べ
く
、
６

期
24
年
間
の
総
括
な
ど
に
つ
い
て
問
う
。

A.
ら
、
市
民
や
議
会
、
国
・
県
の
支
援
を
い
た
だ
き
、
ま
た
、
職

員
の
努
力
に
よ
り
復
興
を
進
め
る
こ
と
が
で
き
た
。
東
日
本
大

震
災
か
ら
の
復
旧
・
復
興
に
お
い
て
は
、
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
両

面
で
取
り
組
み
、
職
員
の
努
力
及
び
市
民
や
議
会
の
協
力
に
よ

り
、
一
定
の
成
果
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
、
感
謝
し
た
い
。

　

ハ
ー
ド
面
で
は
、
市
民
生
活
を
最
優
先
に
災
害
市
営
住
宅
を

整
備
し
、
農
業
復
旧
に
は
「
そ
う
ま
方
式
」
と
呼
ば
れ
る
除
塩

と
土
壌
改
良
を
用
い
、
ま
た
、
漁
港
や
交
通
網
整
備
を
推
進
し
、

市
民
生
活
や
観
光
の
復
旧
を
図
っ
た
。
交
通
網
に
つ
い
て
は
、

常
磐
自
動
車
道
お
よ
び
東
北
中
央
自
動
車
道（
相
馬
福
島
道
路
）

の
全
線
開
通
を
実
現
し
た
。
こ
れ
ら
は
国
土
交
通
省
や
復
興
庁

等
、
関
係
省
庁
の
理
解
と
支
援
の
賜
物
で
あ
る
。

　

ま
た
、
ソ
フ
ト
面
で
は
独
居
高
齢
者
支
援
に
昼
食
提
供
、
移

動
販
売
、
お
で
か
け
ミ
ニ
バ
ス
の
運
行
な
ど
を
実
施
し
、
孤
独

死
対
策
や
精
神
的
負
担
緩
和
を
目
指
し
た
。
こ
れ
ら
の
取
り
組

み
が
地
域
再
建
や
復
興
に
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
お
り
、
復

興
庁
な
ど
関
係
省
庁
へ
感
謝
し
た
い
。

　

東
日
本
大
震
災
を
受
け
、
相
馬
市
は
被
災
し
た
子
ど
も
た
ち

の
心
身
へ
の
影
響
を
考
慮
し
、「
寺
子
屋
事
業
」
に
よ
る
学
習

支
援
や
Ｐ
Ｔ
Ｓ
Ｄ
対
策
を
進
め
た
。
ま
た
、
地
場
産
品
を
活
用

し
、
健
全
な
発
育
と
郷
土
愛
を
育
む
こ
と
を
目
的
に
全
て
の
小

中
学
校
で
給
食
費
無
償
化
を
実
施
し
た
。
こ
れ
ら
は
東
京
大
学

や
星
槎
グ
ル
ー
プ
、
相
馬
共
同
火
力
発
電
株
式
会
社
の
支
援
や

ご
理
解
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

　

近
年
に
お
い
て
も
度
重
な
る
自
然
災
害
や
コ
ロ
ナ
禍
な
ど
困

難
を
乗
り
越
え
ら
れ
た
の
は
、
市
民
や
市
職
員
、
市
議
会
、
国
・

県
の
連
携
と
多
く
の
企
業
や
団
体
の
支
援
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ

で
あ
り
、
そ
の
ご
厚
意
に
大
変
感
謝
し
て
い
る
。↓　動画は　↓

↑こちらから↑

にじ

門馬優子 議員
が問う！

　
　
　
　
　

令
和
４
年
１
月
に
第
18
代
相
馬
市
長
に
就
任
し
た

　
　
　
　

際
、
令
和
３
年
２
月
の
福
島
県
沖
地
震
か
ら
の
復
旧

　
　
　
　

玉
野
地
区
大
規
模
太
陽
光
発
電
事
業
の
開
発
事
業
者

A.
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本
会
議
の
映
像
は
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
に
ア
ッ
プ
ロ
ー
ド
し
て
お
り
ま
す
。

一
般
質
問
の
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
る
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
動
画
を
視
聴
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

共
生
社
会
の
実
現
を
推
進
す
る
た

め
の
認
知
症
基
本
法
に
つ
い
て

誰
も
が
生
き
や
す
い

　
　
　
　
　

社
会
を
目
指
し
て
‼

　

令
和
６
年
１
月
施
行
の
同
法
は
、
認
知
症
の
人
が
尊
厳
を
保

持
し
つ
つ
希
望
を
持
っ
て
暮
ら
す
こ
と
が
出
来
る
よ
う
、
認
知

症
施
策
を
総
合
的
か
つ
計
画
的
に
推
進
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
る
。
国
民
が
共
生
社
会
の
実
現
を
推
進
す
る
た
め
に
必
要

な
認
知
症
に
関
す
る
正
し
い
理
解
を
深
め
る
べ
く
、
本
市
の
取

組
に
つ
い
て
問
う
。

そうま市民の会

浦島勇一 議員
が問う！

無会派

獺庭大輔 議員
が問う！

熊
の
出
没
に
よ
る
人
身
被
害
防
止

対
策
に
つ
い
て

無会派

子
ど
も
の
安
全
を
最
優
先
に
！

　

熊
対
策
の
徹
底
を
強
く
求
め
る
‼

児
童
生
徒
の
登
下
校
時
に
お
け
る
安
全
確

保
対
策
の
現
状
と
課
題
に
つ
い
て
伺
う
。

Q.
　

近
年
、
近
隣
の
市
町
村
に
お
い
て
熊
の
出
没
が
多
発
し
て
お

り
、
市
民
、
特
に
子
育
て
世
代
に
お
い
て
不
安
が
高
ま
っ
て
い

る
。
市
民
の
「
生
命
の
安
全
」
と
「
子
育
て
の
安
心
」
を
守
る

た
め
、
児
童
生
徒
の
登
下
校
時
に
お
け
る
安
全
対
策
の
現
状
と

課
題
、
さ
ら
に
学
校
敷
地
内
で
の
熊
出
没
時
に
お
け
る
緊
急
対

応
と
関
係
機
関
と
の
連
携
体
制
に
つ
い
て
、
市
の
所
見
を
伺
う
。

A.る
。
熊
の
目
撃
時
に
は
保
護
者
に
緊
急
メ
ー
ル
を
配
信
し
、
家

庭
で
登
校
前
の
安
全
確
保
や
登
校
後
は
学
校
で
校
内
待
機
さ
せ

る
な
ど
状
況
に
応
じ
た
対
応
を
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

　

児
童
生
徒
に
は
熊
に
「
出
遭
わ
な
い
た
め
に
」「
出
遭
っ
て

し
ま
っ
た
ら
」
な
ど
、
場
面
に
応
じ
た
具
体
的
な
行
動
を
指
導

し
て
い
る
。
ま
た
、
山
上
小
学
校
で
は
音
楽
を
鳴
ら
し
て
熊
を

寄
せ
つ
け
な
い
工
夫
、
大
野
小
学
校
で
は
保
護
者
か
ら
の
要
望

を
受
け
、
安
全
な
待
機
場
所
を
確
保
す
る
な
ど
、
地
域
の
事
情

に
応
じ
た
取
組
を
進
め
て
い
る
。

　

課
題
と
し
て
は
、
学
校
、
家
庭
、
地
域
、
関
係
機
関
の
連
携

を
強
化
し
、
社
会
全
体
で
の
よ
り
一
層
の
安
全
確
保
対
策
の
強

化
が
求
め
ら
れ
て
い
る
も
の
と
捉
え
て
い
る
。

　 　
　
　
　

各
学
校
で
は
、
熊
の
目
撃
情
報
を
把
握
次
第
、
速
や

　
　
　

か
に
保
護
者
へ
情
報
を
発
信
す
る
体
制
を
整
え
て
い

Q.
基
本
理
念
と
し
て
７
項
目
を
規
定
し
て
い
る

が
、
市
民
理
解
、
学
校
教
育
、
そ
し
て
社
会

教
育
に
つ
い
て
問
う
。

A.
　
　
　
　

国
は
急
速
な
高
齢
化
に
よ
る
認
知
症
患
者
の
増
加
に    

　
　
　

対
応
す
る
た
め
、
令
和
６
年
に
「
共
生
社
会
の
実
現
を

↓　動画は　↓

↑こちらから↑

一般質問 一般質問

○ 

Ｒ
８
年
度
行
政
運
営
に
つ
い
て

請
願
・
陳
情
の
ご
案
内

１
．
請
願
・
陳
情
と
は
？

　

市
民
の
皆
様
が
市
政
に
対
す
る
意
見
・
要
望
を
反
映
さ
せ
る

方
法
と
し
て
、
請
願
・
陳
情
が
あ
り
ま
す
。

　

請
願
は
、
憲
法
で
保
障
さ
れ
た
権
利
で
、
提
出
に
は
市
議
会

議
員
の
紹
介
が
必
要
で
す
。

　

陳
情
は
、
請
願
と
同
じ
く
市
政
に
対
す
る
意
見
・
要
望
を
述

べ
る
も
の
で
す
が
、
特
に
法
律
で
は
規
定
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

そ
の
内
容
が
請
願
に
適
合
す
る
も
の
は
、
請
願
と
同
様
に
処
理

さ
れ
、
市
議
会
議
員
の
紹
介
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

２
．
ど
の
よ
う
に
取

　

り
扱
わ
れ
る
の
？

　

議
会
に
提
出
さ
れ

た
請
願
・
陳
情
は
原

則
と
し
て
所
管
の
委

員
会
に
付
託
の
上
、

審
査
さ
れ
、
本
会
議

で
採
択
か
不
採
択
か

が
最
終
的
に
決
定
さ

れ
ま
す
。

　

採
択
さ
れ
た
請

願
・
陳
情
は
、
願
意

実
現
に
向
け
て
、
議

会
の
権
限
の
範
囲
で

誠
実
に
処
理
さ
れ
ま

す
。

　

ま
た
、
請
願
・
陳

情
の
委
員
会
で
の
審

査
の
際
に
、
希
望
が

あ
れ
ば
、
意
見
陳
述

（
提
出
の
趣
旨
説
明
）

を
す
る
こ
と
が
出
来

ま
す
。

請
願
・
陳
情

請
願
者
・
陳
情
者

議
長
（
受
理
）

本
会
議

委
員
会
（
審
査
）

本
会
議
（
議
決
）

請
願
者
・
陳
情
者

提出上程付託
審査結果
報告

結果
通知

請願は紹介議員
が必要です

趣旨について意見陳述
することが出来ます

請願・陳情のフロー図

３
．
請
願
・
陳
情
の
出
し
方
は
？

　

請
願
書
・
陳
情
書
は
、
市
政
に
対
す
る
意
見
・
要
望
を
で
き

る
だ
け
簡
単
に
、
日
本
語
文
で
趣
旨
、
提
出
年
月
日
、
請
願
・

陳
情
者
の
住
所
、
氏
名
（
法
人
の
場
合
は
名
称
と
代
表
者
の
氏

名
）
お
よ
び
紹
介
議
員
名
（
陳
情
書
は
不
要
）
を
記
載
し
、
押

印
し
た
も
の
（
※
署
名
の
場
合
は
押
印
は
不
要
）
を
議
長
宛
て

に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、
議
会
事
務
局
（
０
２
４
４
ー
３

７
ー
２
１
７
７
）
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

請願・陳情の書式例

Q.
学
校
敷
地
内
に
熊
が
出
没
し
た
場
合
に
お

け
る
対
応
策
と
関
係
機
関
と
の
連
携
体
制

に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
　
　

熊
が
出
没
し
た
場
合
、
警
察
や
市
、
猟
友
会
が
追
い

　
　
　

払
い
・
捕
獲
を
行
い
、
学
校
は
校
内
放
送
で
正
確
な
情

報
を
伝
え
な
が
ら
安
全
な
避
難
誘
導
を
行
い
、
警
察
や
市
教
育

委
員
会
へ
迅
速
に
通
報
す
る
。
市
教
育
委
員
会
で
は
、
学
校
か

ら
の
通
報
を
受
け
、
た
だ
ち
に
正
確
な
情
報
を
関
係
部
署
に
連

絡
す
る
。

　

市
教
育
委
員
会
と
し
て
は
、
日
頃
か
ら
熊
の
出
没
に
関
す
る

情
報
収
集
に
努
め
る
と
と
も
に
、
児
童
生
徒
の
安
全
を
最
優
先

と
し
た
対
応
が
迅
速
か
つ
確
実
に
行
え
る
よ
う
、
引
き
続
き
関

係
機
関
と
連
携
し
て
い
く
。

　

A.

質

問

そ
の
他
の

推
進
す
る
た
め
の
認
知
症
基
本
法
」
を
制
定
し
た
。
こ
の
法
律

で
は
、
認
知
症
の
方
が
尊
厳
を
保
持
し
つ
つ
、
希
望
を
持
っ
て

暮
ら
せ
る
よ
う
、
国
と
地
方
公
共
団
体
が
認
知
症
対
策
に
取
り

組
ん
で
い
く
こ
と
が
規
定
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
法
律
の
理
念
の
も
と
、
市
は
相
馬
市
高
齢
者
福
祉
計
画

お
よ
び
介
護
保
険
事
業
計
画
に
基
づ
き
、
主
要
施
策
と
し
て
認

知
症
高
齢
者
支
援
の
推
進
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

認
知
症
に
関
す
る
正
し
い
理
解
を
深
め
る
こ
と
は
も
と
よ

り
、
早
期
診
断
や
早
期
対
応
に
よ
る
認
知
症
予
防
が
重
要
で
あ

る
。

　

具
体
的
な
取
組
と
し
て
、
９
月
の
認
知
症
月
間
に
は
、
Ｓ
Ｎ

Ｓ
の
活
用
や
市
役
所
で
の
パ
ネ
ル
展
示
に
よ
る
啓
発
活
動
を
実

施
し
た
。
ま
た
、
市
民
・
事
業
者
向
け
に
実
施
し
て
い
る
認
知

症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
に
つ
い
て
は
、
中
学
生
の
講
座
受
講

を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
学
校
で
の
職
場
体

験
を
通
じ
て
福
祉
現
場
を
体
験
す
る
こ
と
で
、
認
知
症
へ
の
理

解
促
進
に
な
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

　

認
知
症
患
者
や
家
族
へ
の
支
援
と
し
て
は
、
市
や
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
に
お
け
る
相
談
体
制
の
充
実
を
図
る
ほ
か
、
認

知
症
の
方
や
家
族
等
が
出
会
い
、
交
流
し
、
情
報
交
換
が
で
き

る
認
知
症
カ
フ
ェ
で
も
、
気
軽
に
相
談
が
で
き
る
よ
う
に
努
め

て
い
る
。

　

市
と
し
て
は
、
誰
も
が
認
知
症
に
な
り
得
る
と
い
う
状
況
を

踏
ま
え
、
市
民
一
人
一
人
が
、
お
互
い
に
個
性
や
人
格
を
尊
重

し
、
そ
の
能
力
を
十
分
に
発
揮
し
、
支
え
合
い
な
が
ら
共
生
す

る
、
活
力
あ
る
社
会
を
実
現
す
る
た
め
、
市
民
と
と
も
に
更
な

る
取
組
を
進
め
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い
る
。

そ
の
他
の

○ 

相
馬
市
の
将
来
を
見
据
え
た
人
口
減
少

　

対
策
と
若
者
と
の
連
携
強
化
に
つ
い
て

○
交
流
人
口
が
も
た
ら
す
人
流
デ
ー
タ
の

　

活
用
に
つ
い
て

↓　動画は　↓

↑こちらから↑

質

問
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そうま市議会だより

令和８年２月１日

そうま市議会だより

令和８年２月１日号

審議結果報告

12
月
定
例
会
の
審
議
結
果

議案
番号 件           名 審議結果

８９
市長等の給与及び旅費に関する
条例の一部を改正する条例につ
いて

原案可決

賛成多数

９０
教育長の給与、勤務時間その他
の勤務条件等に関する条例の一
部を改正する条例について

原案可決

賛成多数

９１
議会議員の議員報酬、期末手当
及び費用弁償に関する条例の一
部を改正する条例について

原案可決

賛成多数

９２
相馬市職員の給与に関する条例
の一部を改正する条例について

原案可決

全会一致

９３
相馬市一般職の任期付職員の採
用及び給与の特例に関する条例
の一部を改正する条例について

原案可決

全会一致

９４
令和７年度相馬市一般会計補正
予算（第６号）

原案可決

賛成多数

９５
令和７年度相馬市国民健康保険
特別会計補正予算（第４号）

原案可決

全会一致

９６
令和７年度相馬市後期高齢者医
療特別会計補正予算（第３号）

原案可決

全会一致

９７
令和７年度相馬市介護保険特別
会計補正予算（第３号）

原案可決

全会一致

９８
令和７年度相馬市光陽地区造成
事業特別会計補正予算（第２号）

原案可決

全会一致

９９
令和７年度相馬市下水道事業会
計補正予算（第３号）

原案可決

全会一致

議案
番号 件           名 審議結果

７４
相馬市教育委員会教育長の任命
について

同　意

全会一致

７５
相馬市住民基本台帳カードの利
用に関する条例を廃止する条例
について

原案可決

全会一致

７６
相馬市空家等対策協議会設置条
例の制定について

原案可決

全会一致

７７
相馬市公告式条例の一部を改正
する条例について

原案可決

全会一致

７８
相馬市個人番号の利用及び特定
個人情報の提供に関する条例の
一部を改正する条例について

原案可決

全会一致

７９
民事調停の申立て及び調停不成
立等の場合における訴えの提起
について

原案可決

全会一致

８０

公の施設の指定管理者の指定に
ついて（中央児童センター及び
中央児童センター放課後児童ク
ラブ )

原案可決

全会一致

８１
公の施設の指定管理者の指定に
ついて（川原町児童センター及
び川原町放課後児童クラブ )

原案可決

全会一致

８２

公の施設の指定管理者の指定に
ついて（東部子ども公民館及び
中村第二小学校放課後児童クラ
ブ )

原案可決

全会一致

８３

公の施設の指定管理者の指定に
ついて（西部子ども公民館及び
西部子ども公民館放課後児童ク
ラブ )

原案可決

全会一致

８４
令和７年度相馬市一般会計補正
予算（第５号）

原案可決

全会一致

８５
令和７年度相馬市国民健康保険
特別会計補正予算（第３号）

原案可決

全会一致

８６
令和７年度相馬市後期高齢者医
療特別会計補正予算（第２号）

原案可決

全会一致

８７
令和７年度相馬市介護保険特別
会計補正予算（第２号）

原案可決

全会一致

８８
令和７年度相馬市下水道事業会
計補正予算（第２号）

原案可決

全会一致

報告
番号 件           名 審議結果

２３ 専決処分の報告について 報告のみ

２４ 専決処分の報告について 報告のみ

本会議 日にち 内容 傍聴者数

１日目 １１月２５日（火） 議案の上程等 １０人

２日目 １１月２８日（金） 一般質問等 ５人

３日目 １２月　１日（月） 一般質問 ６人

４日目 １２月１１日（木） 議案採決 ２人

１２月定例会
　　日程、内容、傍聴者数について
１２月定例会の本会議の主な内容、傍聴者数
についてお知らせいたします。

議案賛否一覧

※　○は賛成、●は反対、欠は欠席
※　議長（山中宣明）は採決に加わりません。
※　杉本智美議長が欠席のため、山中宣明副議長が議長代理として議事進行を行いました。

議案に対する賛否一覧

議
決
結
果

賛
成

反
対

新政会 にじ そうま
市民
の会

新時代
そうま 無会派

高
玉
　
良
一

　
石
橋
　
浩
人
　

菊
地
　
清
次

波
多
野
広
文

河
内
　
幸
夫

佐
藤
　
　
満

愛
澤
　
俊
行

横
山
　
和
雄

畑
中
　
昌
子

門
馬
　
優
子

浦
島
　
勇
一

根
岸
　
利
宗

山
中
　
宣
明

只
野
 
敬
三

中
島  

孝

獺
庭
　
大
輔

高
橋
　
利
宗

杉
本
　
智
美

議案第８９号
市長等の給与及び旅費に関する条例の
一部を改正する条例について

賛 原
成 案
多 可
数 決

１４ １ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議
長 ○

　
　
●
討
論

○ ○ 欠

議案第９０号
教育長の給与、勤務時間その他の勤務
条件等に関する条例の一部を改正する
条例について

賛 原
成 案
多 可
数 決

１４ １ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議
長 ○ ●

討
論

○ ○ 欠

議案第９１号
議会議員の議員報酬、期末手当及び費
用弁償に関する条例の一部を改正する
条例について

賛 原
成 案
多 可
数 決

１４ １ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議
長 ○ ●

討
論

○ ○ 欠

議案第９４号
令和７年度相馬市一般会計補正予算

（第６号）

賛 原
成 案
多 可
数 決

１４ １ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議
長 ○ ●

討
論

○ ○ 欠

議
会
だ
よ
り
第
158
号
に
つ
い
て
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　

お
詫
び
と
訂
正

　

議
会
だ
よ
り
第

158
号
（
令
和
７
年
11
月
１
日
発
行
）
５

ペ
ー
ジ
上
段
左
の
「
浜
の
駅
北
側
駐
車
場
整
備
に
係
る
費

用
」
の
市
答
弁
に
お
い
て
、
記
事
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。

お
詫
び
し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
。

（
誤
）
今
回
の
整
備
で

100
台
分
増
加
す
る
予
定
で
あ
り
、　

　

 　

 

全
体
の
駐
車
場
台
数
は
277
台
と
な
る
予
定
で
あ
る
。

（
正
）
今
回
の
整
備
で

100
台
分
増
加
す
る
予
定
で
あ
り
、　

　

 　

 

全
体
の
駐
車
場
台
数
は
227
台
と
な
る
予
定
で
あ
る
。
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第９回　議会報告会　レポート
～もっと知って、もっと話そう
　　相馬の未来は、みんなでつくる～

　議会報告会・車座トークは、10 月 10 日に飯豊公民館、山上公
民館、東部公民館の 3 会場で同日開催されました。また、7 月
24 日に相馬総合高校、9 月 25 日に相馬高校、10 月２日に老人
クラブ連合会ゆうゆう会（川沼地区）の皆さまと意見交換会をお
こないました。
　３公民館及び老人クラブ連合会ゆうゆう会での報告会では、所
管事務調査の内容から、総務常任委員会は「市の防災対策」、文
教厚生常任委員会は「不法投棄の現状と課題」、産業建設常任委
員会は「空家等対策計画の策定に向けての今後の予定」につい
て、それぞれ報告しました。
　続いて、「もっと知って、もっと話そう　相馬の未来は、みん
なでつくる」というサブタイトルのもと、市民の皆さまと意見交
換をおこないました。
　このレポートでは、各会場で出た主な意見や質問、そして、そ
れらに対する議会側のコメントを掲載しています。市民の皆さま
の声に充分応えきれていないところも多いかと思いますが、少し
でも皆さまの声が反映するように、引き続き常任委員会での質疑
や本会議の一般質問等で市当局の考えをただしてまいります。
　皆さまの意見や質問、参加者アンケート等を参考に、今後も

「市民に身近な議会」を目指してまいります。
　なお、各種団体との意見交換会は、通年で実施することとして
おります。皆さまからの申し込みをお待ちしております。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（相馬市議会議員一同）

老人会など地域の会合に、事前に市へ要請すれ
ば、市職員がハザードマップについて説明する
こともできますので、市にご相談ください。

議会コメント

　

不法投棄の課題として、監視体制の限界、
不法投棄に対する意識の軽薄などがありま
すが、議会としても効果的な対応策を研究
してまいります。

議会コメント

市民プールの天井がガラス張りになっているの
は、建設当時、夏だけでなく秋口まで泳げるよ
うにするために設計されたものでした。しか
し、近年の夏の猛暑により問題が発生してお
り、熱を遮断する屋根の改修を含め対策を研究
してまいります。

議会コメント

不法投棄への対応策として、ドローンなど
を活用した監視体制の強化を検討していた
だきたい。

市民プールの天井がガラス張りになっているの

市民プールの天井がガラスであるた
め、夏は暑く、冬は寒く、利用しづら
い。

ハザードマップを住民へ配布するだけ
ではなく、区長が地域住民を集めたり、
市職員を地域の集まりに招いて、マッ
プの利用方法や地域の重要ポイントを
指導する場を設けてほしい。

市民からの意見

市民からの意見

市民からの意見
飯豊公民館

担当：１班

愛澤俊行・獺庭大輔・門馬優子
浦島勇一・河内幸夫・佐藤　満１班

班構成

横山和雄・高橋利宗・石橋浩人
菊地清次・只野敬三・根岸利宗２班

中島　孝・畑中昌子・高玉良一
波多野広文・山中宣明・杉本智美３班
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意見をいただいた後、現地確認をしま
した。県管轄であったため、市の担当
課を通し、福島県に報告しました。

市の担当課に確認したところ、要望対
象となる市道は、その先に住居が 1 軒
のみとなっており、事業費から考え、
速やかな整備は困難であるとのことで
した。なお、救急車の進入について
は、消防署と協議を行った結果、現状
の道路状況でも対応が可能であるとの
説明がありました。

市の担当課によると、八幡地区や山上地
区の地域、団体に約 4,000 本の花火を配
布し、その効果は動物の出没シーズン終
了後に検証する予定とのことです。5 連
発の花火については、費用が高額である
ため、費用対効果を考慮しつつ慎重に検
討していく予定です。

熊や猿の対策について、丸森町で配
布している５連発の花火にしないと
逃げていかない。市でも花火を配布
しているが、あまり効果がない。有
償でもいいので、５連発のものを導
入してほしい。

救急車両が進入できない市道について、
道路拡張を要望しているが、進捗が見ら
れない。そのような重要度が高い道路の
拡張を優先すべきと思う。

山上郵便局近くの車待機場やその下の河
川法面に不法投棄がある。河川法面の不
法投棄については、バリケードを設置し、
対応してもらっているが、待機場には不
法投棄が続いており困っている。

議会コメント

議会コメント

防災備蓄倉庫内の食料品については、賞味期
限が切れる前に入れ替えを行っています。ま
た、期限が近い食料品は無駄にならないよう、
防災訓練時や各小学校に配布するなど有効活
用しています。

議会コメント

　

監視委員は産業廃棄物の不法投棄の監視が
中心であるため、ゴミのポイ捨てを回収す
ることはありません。

議会コメント

市では転居届や転入届などの住所異動があった
際に、行政区への加入案内をしています。また、
窓口での説明や市の広報を通じて、加入につい
ての周知を行っています。

議会コメント

不法投棄監視委員が、月２回パトロール
しているが、監視委員が直接ごみを回収
することはあるのか。

行政区外の人がゴミステーションにゴ
ミを捨てることについて、どのような
対応をおこなっているのか。

防災備蓄倉庫の備蓄品について、賞味期
限切れなどで無駄になっていないか。

市民からの意見

市民からの意見

市民からの意見市民からの意見

市民からの意見

市民からの意見

山上公民館

担当：２班
東部公民館

担当：３班

議会コメント
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議会からの意見
市内の景観や環境について、日頃、気
になっていることはありますか？

登下校の際、安全面で不安に感じてい
る場所や改善してほしい道路環境はあ
りますか？

相馬市がより魅力的な街になるために、ど
のような場所が足りないと感じています
か？か？

市内に遊べる場所が少ないと感じて
います。勉強や雑談、飲食ができる
ような施設があると良いと思います。

自転車の通学者が多いにもかかわらず、
夜間は防犯灯や街路灯が少なく、道が暗
いです。

道路や海辺、草むらなどへのゴミの散
乱 が 目 立 ち ま す。 ゴ ミ 拾 い の ボ ラ ン
ティアを増やすことが一つの解決策と
考えます。ボランティアを増やすには、
進学などに役立つ「ボランティア証明
書」を発行することで、学生の参加を
促すことができると思います。

議会からの意見

議会からの意見

高校生コメント

高校生コメント

高校生からの意見

相馬総合高校

担当：１班

19 そうま市議会だより
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相馬市と新地町は、昔、相馬藩と伊達藩に分か
れていました。以前、両自治体の合併話があり
ましたが、今、皆さんはどのように考えます
か？

議会からの意見

　

崩れそうな空家が特定空家等（※）に認定さ
れると所有者は固定資産税など税制の面でも
優遇措置が受けられなくなります。そのよう
な啓発をしながら、空家を減らす努力が必要
と考えますので、議会としても行政側に空家
対策を働きかけていきます。

※特定空家等とは、所有者や管理者などによ
る適切な管理がされていなく、倒壊や衛生面
での問題、景観の悪化などにより周辺の生活
環境の保全が困難となり、放置することが不
適切とされる状態の空家などを指します。

議会コメント

市では、歴史的景観や文化財の保存に力を入れ
ています。具体的には、「和風デザインコード」
や「中村城跡保存計画」を策定しています。ま
た、日立木地区の松並木の保存や、民謡の継承
など、地域に根付いた文化を守り、伝える取組
を進めています。

議会コメント

地震時に空家が崩れるのではないかと心
配することがあります。何か対応は考え
ていますか？

相馬市では歴史的な街づくりのため、
工夫していることはありますか？

合併したほうが良いと思います。相馬市
と新地町のそれぞれの歴史を活かしなが
ら、将来に向けて共通の課題を持って連
携していくべきと考えます。

高校生からの意見

高校生からの意見

高校生コメント

相馬高校

担当：２班
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設問 回答

問１
この報告会は何でお知りに
なりましたか。

チラシ 市議会ホーム
ページ ＳＮＳ その他

12 3 0 10 ※

問２
今回の報告会に参加してみ
ての感想をお答えくださ
い。

よかった よくなかった その他

58 2 2（参加者が少なすぎる・
空欄 )

問 3
今後、議会（本会議や委員
会）の傍聴をしてみたいと
思いますか。

してみたい どちらでも
ない したくない その他

46 15 0 1（空欄）

合計回答数 62 回答率 100％

区分 人数 割合
年齢層

19 歳以下
男性 15 24.2％

女性 20 32.3％

20 ～ 39 歳
男性 0 0％

女性 0 0％

40 ～ 59 歳
男性 0 0％

女性 0 0％

60 歳以上
男性 16 25.8％

女性 11 17.7％

記載なし 0 0％
男女別 男性計 31 50％

女性計 31 50％

記載なし 0 0％

合計 62

アンケート回答者
  年齢層・性別ごとの人数及び割合

設問ごとの回答結果

　ここでは、議会報告会
において回答いただいた
アンケートについて、年
齢層・性別ごとの人数及
び割合、並びに設問ごと
の回答結果をお知らせい
たします。

第 9 回 議会報告会
アンケート結果

　相馬市議会では、毎年、「市民との意見交換の場」のひとつとして、議会自らが
積極的に地域に出向き、直接、市民に対して議会活動の状況を報告し、市政に関
する情報を提供するとともに、市民の関心や意見を直接お聞きする貴重な機会と
して議会報告会を開催しています。
　今回いただいたご意見やアンケート結果等を踏まえて、次回以降の議会報告会
について検討を進めてまいります。開催日等が決定しましたら改めてお知らせい
たしますので、ぜひ次回以降の議会報告会にご参加ください。

　また、今回のレポートに紹介しきれなかったご意見等については、市議会の
ホームページに掲載しておりますので、そちらをご覧ください。（令和８年 2 月 1
日公開）

　ここでは、議会報告会
において回答いただいた
アンケートについて、年
齢層・性別ごとの人数及
び割合、並びに設問ごと
の回答結果をお知らせい

相馬市議会　第９回議会報告会 検索

※内訳：老人会、議員、議会だより・議会広報、回覧

第 9回議会報告会

議会コメント
担当課によると、音響反射板を保管す
る場所がないことから、現在のところ
購入予定はないとのことです。  

市民会館には音響反射板がなく、自分で
借りて使用したことがあったが、音響反
射板を購入する予定はあるのか。

市民からの意見

市民からの意見
スポーツアリーナ第一体育館の柔剣道場
の照明が一部切れていたが、照明の維持
管理はどのように行っているのか。

現在、照明の LED 化を進めており、
使用期限が切れたところから随時
交換しています。

議会コメント

おでかけミニバスの利用者が少ない
が、今後も現状のまま運用を続けて
いくのか。

市民からの意見

令和８年１月 13 日から運行方法が変わり
ました。定時・定路線型から予約制の
デマンド型に、乗降場所が自宅前の
公道やまちなか停車場所に変わり
ました。詳細については、右記の
ＨＰをご覧ください。

議会コメント

老人クラブゆうゆう会

担当：３班

市のＨＰ
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ご意見・お問い合わせ：相馬市議会事務局　☎ 0244-37-2177　Eメール　gikai-jimu@city.soma.lg.jp

※日程は予定日となるため、変更となる場合があります。

集 後 記編
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委  

員  

長　
　

根
岸　

利
宗

　

副
委
員
長　
　

愛
澤　

俊
行

　

委　
　

員　
　

石
橋　

浩
人

　

委　
　

員　
　

只
野　

敬
三

　

い
つ
も
ご
愛
読
い
た
だ
き
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

令
和
8
年
は
、
24
年
ぶ
り
に
市
長
も

変
わ
っ
た
中
、
議
員
の
任
期
も
残
り
2

年
、
新
た
な
体
制
で
臨
む
こ
と
と
な
り

ま
す
。

　

議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
一
同
、
皆
さ

ま
に
議
会
活
動
の
様
子
を
出
来
る
だ
け

わ
か
り
や
す
く
お
伝
え
す
る
よ
う
に
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
根
岸
）

３月定例会の会期日程（予定）

月　日 会　議 内　　容

３月　２日（月） 本会議 議案の提案と説明など
５日（木） 本会議 一般質問（１日目）
６日（金） 本会議 一般質問（２日目）
９日（月） 委員会 各常任委員会（分科会）

１０日（火） 委員会 〃
１２日（木） 委員会 〃
１６日（月） 委員会 予算決算常任委員会
１９日（木） 本会議 議案の採決など

議会を傍聴してみませんか？

市議会は３月、６月、９月、１２月に開催しており、どなたでも傍聴すること
ができます。また、事前連絡も不要です。
傍聴をご希望の方は、議会開催日に市役所２階の傍聴受付までお越しください。

次の定例会は３月２日（月）

午前１０時００分 開会予定です。◆受付時間　午前９時３０分～

  傍聴席は 30 席です

構成替え後の委員（左から）
只野敬三、根岸利宗、愛澤俊行、
石橋浩人

Ｙ о ｕ Ｔ ｕ ｂ ｅ

配信やってます！

パソコンやタブレット、

スマートフォンからも

ご覧いただけます。

https://www.youtube.com/channel/
UCTpl1YDq5DKU2Oqt49cbe8g

市議会と意見交換
してみませんか？

　相馬市議会では各種団体、グループと

の意見交換を随時受付しています。

　ご希望の皆さまは議会事務局までお問

い合わせ下さい。


